
認定校新規申請内容一覧 

 

 

申請期間内に申請していただく内容は下記のとおりです。 

カリキュラムについては事前に作成し内容や時間の確認をお願いいたします。 

 

 

1. 法人正会員番号 

2. 法人名 

3. 本校名 

4. 代表者名、運営責任者、窓口担当者 

5. 加入保険会社 

6. 保険証券番号 

7. 住所・アクセス  

8. 営業時間、定休日  

9. URL（あれば） 

10. メールアドレス（必須） 

11. 開講コースの基本情報（授業時間、申請コース） 

12. 各申請コースの定員数 

13. 講師基本情報 

14. スクールの施設情報（ビル、自宅など）、スクール内の環境の確認 

15. 施設内、外観の写真 

16. 契約書への同意 

17. コースカリキュラム内容 



法人正会員番号〔        〕本校名〔                        〕 

◆講師基本情報 (No.2)    

8 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

9 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

10 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

11 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

12 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

13 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

14 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

15 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

16 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

17 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

18 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

19 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

 

◆講師基本情報 (No.3)    

20 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

21 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

22 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

23 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

24 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

25 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

26 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

27 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

28 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

29 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

30 

フリガナ  会員番号  

講師氏名          
担

当 

本科 □アド □イン □セラ学科 □セラ実技 

専科 □ブレンド □ハンド 

所属 □全校  □所属校（                       ） 

 

    

 

S1(講師) 

 



(参考)S5

 回目
学習科目

0 分 60分以上
（1時間以上）

○ 0 分 540分以上
（9時間以上） □

0 分 60分以上
（1時間以上）

0 分 60分以上
（1時間以上）

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ 0 分 300分以上
（5時間以上） □

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ ○ 0 分 420分以上
（7時間以上） □

○ ○ 0 分 420分以上
（7時間以上） □

○ ○ 0 分 360分以上
（6時間以上） □

○ 0 分 300分以上
（5時間以上）

0 分 ―――

法人正会員番号 校名

授業計画組立用（提出不要）
アロマテラピーインストラクター AEAJ標準カリキュラム対応表

【 コース総合計時間数 合計           分 】
※上記総合計時間数に、貴校ｵﾘｼﾞﾅﾙｶﾘｷｭﾗﾑ時間数も含む

本用紙を参考に授業の組み立てを行い、合計時間数
を提出用の書類に転記してご提出ください。

8

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

標
準
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

共通
科目

必須
履修 1 2

健康学

ストレスと
メンタルヘルス

ホスピタリティと
コミュニケーション

精油学総論

3 4 5 6 7 18 19 209 10 11 12 13 14

0

履修
免除

アロマテラピーの
歴史

解剖生理学

タッチング論

ボランティア論

基材論

21 22 23 24 合計時間数 管理学習時間15 16 17

精油学各論

アロマテラピー利用法

アロマテラピー教育

各回の合計時間数 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 分0 0 0 0 0 0
2880分（48時間）以上

履修免除対象者 480分（8時間）以上

貴校オリジナルカリキュラム

0 0 0 0

・アロマセラピストコース履修者・アロマセラピスト資格保持者に対して共通科目の履修免除が可能です。履修免除を行う場合は、該当する科目について、右端のチェックボックスに✔をいれてください。

・本紙右上のコース時間数の合計は、貴校オリジナルカリキュラムを含めた、コース総合時間数をご記入ください。



 
 

アロマテラピー利用法確認表 
 

法人正会員番号[         ] 校 名 [                    ] 

   
貴校で実施するカリキュラムに基づき、以下の各項目について✔をいれてください。 

合計時間数は、カリキュラム対応表の管理学習時間と同時間にしてください。 

 

◆アロマテラピー利用法 

スクール 自宅 項目 時間 スクール 自宅 項目 時間 

□ □ ①芳香浴法（ルームスプレー）    分 □ □ ⑪ボディスプレー    分 

□ □ ②沐浴法（全身浴法）    分 □ □ ⑫スキンローション    分 

□ □ ③沐浴法（半身浴法）    分 □ □ ⑬入浴剤    分 

□ □ ④沐浴法（手浴法）    分 □ □ ⑭ミツロウクリーム    分 

□ □ ⑤沐浴法（足浴法）    分 □ □ ⑮クレイパック    分 

□ □ ⑥吸入法（蒸気吸入法）    分 □ □ その他（         ）    分 

□ □ ⑦フェイシャルスチーム    分 □ □ その他（         ）    分 

□ □ ⑧湿布法（温湿布法）    分 □ □ その他（         ）    分 

□ □ ⑨湿布法（冷湿布法）    分 □ □ その他（         ）    分 

□ □ ⑩トリートメント法    分 □ □ その他（         ）    分 

 

（ 合計時間数       分 ※360 分以上） 
※スクールで教授する時間のみを記入 

 

 

S6 ※AEAJ 使用欄 



　　（参考）S7

 

 回目
学習科目

1380分（23時間）以上

履修免除対象者 840分（14時間）以上

0 分 180分以上
（3時間以上）

0 分 120分以上
（2時間以上）

0 分 240分以上
（4時間以上）

0 分 780分以上
（13時間以上）

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ 0 分 300分以上
（5時間以上） □

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ 0 分 120分以上
（2時間以上） □

○ ○ 0 分 420分以上
（7時間以上） □

○ ○ 0 分 420分以上
（7時間以上） □

○ ○ 0 分 360分以上
（6時間以上） □

○ 0 分 120分以上
（2時間以上）

○ 0 分 300分以上
（5時間以上）

○ 0 分 180分以上
（3時間以上）

0 分 3000分以上
（50時間以上）

0 分 600分以上
（10時間以上）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 分 3600分以上
（60時間以上）

0 分 ―――

ボディトリートメント実技

フェイストリートメント実技

各回の合計時間数

貴校オリジナルカリキュラム

合計時間数 管理学習時間

※学科と同日開講の場合に✔を入れてください

（

実
技
）

学習科目／回目
※回数の記入の仕方は手引き参照

0 0 0 分 5160分（86時間）以上

履修免除対象者 2760分（46時間）以上
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0各回の合計時間数 0 0 0

ストレスとメンタルヘル
ス
ホスピタリティと
コミュニケーション

精油学総論

精油学各論

アロマテラピー利用法

コンサルテーション
理論

□

顔面の皮膚科学

衛生学

ボディ・フェイス
トリートメント理論

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
標
準
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（

学
科
）

共通
科目

必須
履修 1 2

ケーススタディ

基材論

健康学

コンサルテーション
実技

カルテ作成指導

○ 解剖生理学

法人正会員番号 校名

143 4 5 6 7 8 履修
免除9 10 管理学習時間

授業計画組立用（提出不要）
アロマセラピスト資格対応コース AEAJ標準カリキュラム対応表

学科【 コース総合計時間数            分 】
実技【 コース総合計時間数            分 】

※上記総合計時間数に、貴校ｵﾘｼﾞﾅﾙｶﾘｷｭﾗﾑ時間数も含む

本用紙を参考に授業の組み立てを行い、合計時間数を
提出用の書類に転記してご提出ください。

16 17 18 19 20

0 分

11 12 13 21 22 23 24 合計時間数15

・アロマテラピーインストラクターコース履修者・アロマテラピーインストラクター資格保持者に対して共通科目の履修免除が可能です。履修免除を行う場合は、該当する科目について、右端のチェックボックスに✔をいれてください。

チェックが入る科目は時間数の記入は不要です（解剖生理学は除く）。

・本紙右上のコース時間数の合計は、貴校オリジナルカリキュラムを含めた、コース総合時間数をご記入ください。



アロマハンドセラピスト資格対応コース 

カリキュラム確認表 

法人正会員番号[         ] 校    名 [                 ] 

合計時間数は、S1 記載の学習時間と同時間にしてください。 

◆アロマハンドセラピスト 開講日数 

□ 1 日のみ 

□ 複数日数での開講あり（       日間） 

 

Ａ．アロマハンドセラピスト AEAJ 標準カリキュラム 

タイトル 管理学習時間 

アロマハンドトリートメントとは 

60 分（1 時間） 

アロマハンドセラピストのための解剖生理学 

アロマハンドトリートメントの準備と確認事項 60 分（1 時間） 

アロマハンドトリートメントの手技と手順 180 分（3 時間） 

標準カリキュラムＡ 合計時間数 300 分（5 時間） 

          

Ｂ．オリジナルカリキュラム  

※オリジナルカリキュラムは必須ではありません。行わない場合は未記入。 

内容 時間数 

 分  

 分  

 分  

 分  

オリジナルカリキュラム 合計時間数          分 （   時間）   

 

【 コース総合計時間数 Ａ＋Ｂ 合計      分 （   時間）】 

※Ｓ1 記載の学習時間と同時間にしてください 

 

S9 ※AEAJ 使用欄 



　　　　（参考）S10

分

分

分

分

分

0 分

分

分

分

分

分

授業計画組立用（提出不要）

アロマブレンドデザイナー　AEAJ標準カリキュラム対応表

法人正会員番号 校名 【 コース総合計時間数　合計　　　　　　　   分 】

※上記総合計時間数に、貴校ｵﾘｼﾞﾅﾙｶﾘｷｭﾗﾑ時間数も含む

本用紙を参考に授業の組み立てを行い、合計時間数を
提出用の書類に転記してご提出ください。

22ア

ロ

マ

ブ

レ

ン

ド

デ

ザ

イ

ナ

ー

標

準

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

 1 2

「精油のブレンド技術」を

学ぶための基礎知識

ブレンド実習とクリエーション

3

「香りのパレット」を作る

5 6 7 8 9 20 2110 11 12 13 14 15

香りの特徴をとらえる方法

16 17 18 194 23 24 合計時間数 管理学習時間

540分

（9時間）

120分

（2時間）

540分

（9時間）

創作した香りを活かす

各回の合計時間数
1200分

（20時間）

貴校オリジナルカリキュラム ―――

貴校オリジナルカリキュラム 合計時間数 0 　※オリジナルカリキュラムは必須ではありません。ない場合は合計時間数に「0」と記載すること。

内　　容 時間数

分

・本紙右上のコース時間数の合計は、貴校オリジナルカリキュラムを含めた、コース総合時間数をご記入ください。

回目
学習科目



 

 

アロマブレンドデザイナー資格対応コース  

使用精油確認表 

法人正会員番号[         ] 校 名 [                    ] 

 
【準備必須の精油】 以下の精油は必須です。開講にあたり必ず準備してください。 
 

◆基本精油 30種 

使用 精油名 

☑ 

①イランイラン 

④カモミール・ローマン 

⑦サイプレス  

⑩ジュニパーベリー 

⑬ティートリー 

⑯ブラックペッパー 

⑲ペパーミント 

㉒ミルラ（マー/没薬） 

㉕ラベンダー 

㉘ローズアブソリュート 

②オレンジ・スイート  

⑤クラリセージ  

⑧サンダルウッド  

⑪スイートマージョラム  

⑭ネロリ  

⑰フランキンセンス（オリバナム/乳香） 

⑳ベルガモット  

㉓メリッサ（レモンバーム） 

㉖レモン  

㉙ローズオットー  

③カモミール・ジャーマン 

⑥グレープフルーツ  

⑨ジャスミン  

⑫ゼラニウム  

⑮パチュリ  

⑱ベチバー  

㉑ベンゾイン（安息香）  

㉔ユーカリ（ユーカリプタス）  

㉗レモングラス  

㉚ローズマリー  

 

◆アコードで使用する精油 3 種 

使用 精油名 

□ ①シダーウッド・バージニア  ②トンカビーンズ   ③プチグレン 

 
【選択可能な精油】 以下の精油のうち使用する精油に☑を入れてください。 
 

◆調香の幅を広げる精油 3種 

使用 精油名 使用 精油名 使用 精油名 

□ ①ガルバナム □ ②システ（ラブダナム） □ ③バイオレットリーフ abs 

 

◆参考精油 21種 

使用 精油名 使用 精油名 使用  

□ ①イリス □ ②カーネーション abs □ ③カルダモン 

□ ④キャロットシード □ ⑤キンモクセイ abs □ ⑥クローブ 

□ ⑦コリアンダー □ ⑧シベリアモミ □ ⑨ジャスミンサンバックabs 

□ ⑩ジンジャー □ ⑪スペアミント □ ⑫バニラ abs 

□ ⑬ホーリーフ（芳樟） □ ⑭マンダリン □ ⑮ミモザ abs 

□ ⑯柚子 □ ⑰ライム □ ⑱ラバンディン 

 

※AEAJ 使用欄 
S11 (提出用) 



 

 
 

 

認定スクール運営における著作権理解 

  

認定スクールで各種教材を作成する際に必要な著作権に関する語句について以下にまとめました。適正な教

材開発がなされるよう、本紙をご活用ください。 

記 

著作物…著作者が著作したもの。著作権法では、文芸・学術に関する著述のほか、音楽・絵画・建築・写真な 

どの作品を含む
 ※

 

  

転載 …既刊の印刷物の文章・写真等を他の印刷物に移し載せること
 ※

 

 

転載とは、“コピー”のことです。著作権法第 30 条では著作者の許可が不要な「私的使用のための

複製」を認めていますが、その範囲を超えて著作者に無断で”複製”すると著作権法違反として権利侵

害にあたります。 

  

引用 …自分の説のよりどころとして他の文章や事例または古人の語を引くこと
 ※

 

 引用とは、一般に、他人の作品の一部を利用することです。著作権法第 32 条では、引用を次のよう

に規定しています。 

 「公表された著作物は、引用して利用することができる。この場合において、その引用は、公正な慣

行に合致するものであり、かつ、報道、批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行われるもの

でなければならない」 

では、適法な引用のためにはどのような条件を満たす必要があるのでしょうか。 

引用は、次の条件を満たすことが必要となります。 

 

1.引用するもとの文章（主）とされる側（従）の関係がはっきりしていること。 

本文の内容が主体であり、引用された部分はそれと関連性があるものの付随的であるという、質

的な意味での主従関係がなければなりません。また、量的にも、引用部分の方が本文より短いこ

とが必要です。「アロマテラピー学雑誌に次のような記事があった」と書いて、あとはその記事

を丸写しにしたものや、記事にごく短いコメントをつけただけのものは引用とはいえません。 

2.引用する必然性があること。 

本文に表現したい内容がしっかりとあって、その説明や補強材料として他の著作物を引いてく 

る必要がなければなりません。 

3.出所を明示し、引用部分を「 」で括るなど明瞭にわかるようにすること。 

 

さらに、「出所の明示」も必要です。認定スクールにおいては、筆者名や編集者名、出版年（何版か）、

書名、出版社、総頁数、引用箇所（何頁の何行目等）を明記してください。なお、これらの条件を満た

せば著作者の許諾は必要ありません。 

 

 

  

参考 …てらしあわせて考えること。自分の考えややり方を決める手がかりとすること。また、その材料
 ※

。 

 
“引用文献”は本文中で言及した文献を、“参考文献”は本文で言及していないが、執筆の過程全体

を通して利用した文献を言います。 
  

出典 …故事・成語・引用句などの出所である文献・書籍。また、その出所
 ※

。 

 
執筆に際して使用した文献を“出典”と言います。引用文献、参考文献がある場合は、きちんと明示

しておくとよいでしょう。 

 ※出典：新村出 2018 年 1 月 12 日 広辞苑第七版 (株)岩波書店 

以上 


